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日本初の工業コンビナート「集成館」（1872年撮影・尚古集成館蔵） 

 

　
日
本
は
、幕
末
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
、紡
績
業
、鉄
鋼
業
、造
船
業
、石
炭

鉱
業
を
主
力
産
業
と
し
て
、非
西
洋
地
域
で
初
め
て
、か
つ
極
め
て
短
期
間
の
う
ち

に
近
代
化
を
成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
九
州
・
山
口
は
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
地
域

で
あ
り
、関
連
す
る
遺
産
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、こ
れ
ら
の
遺
産

群
が
所
在
す
る
６
県
１１
市
と
一
体
と
な
り
、世
界
遺
産（
文
化
遺
産
）へ
の
登
録
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、去
る
９
月
２６
日
に
、「
九
州
・
山
口
の

近
代
化
産
業
遺
産
群
ー

非
西
洋
世
界
に
お
け
る
近
代
化
の
先
駆
け
」
と
し
て
世
界

遺
産
暫
定
一
覧
表（
暫
定
リ
ス
ト
）に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
県
内
で
は
、幕
末
に
薩
摩
藩
が
推
進
し
た
近
代
化
・
工
業
化
に
関
す
る
遺
産

「
旧
集
成
館
」
、「
旧
集
成
館
機
械
工
場
」
、「
旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館
」
、「
新

波
止
砲
台
跡
」の
４
つ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
県
は
、平
成
５
年
に
世
界
遺
産（
自
然
遺
産
）と
し
て
登
録
さ
れ
た
屋
久
島

を
有
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
に
つ
い
て
も
、私
た
ち
の
地
域
の
誇
り

で
あ
る
と
と
も
に
過
去
か
ら
引
き
継
が
れ
た
人
類
共
通
の
宝
物
で
あ
り
、次
の
世

代
に
受
け
継
い
で
い
く
べ
き
貴
重
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
こ
れ
ら
の
遺
産
を
未
来
へ
残
し
て
い
く
た
め
、世
界
遺
産
登
録
の
早
期

実
現
に
向
け
て
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
身
近
な
遺
産
を
見
つ
め
直
し

て
、そ
の
存
在
や
価
値
を
学
び
、大
切
に
守
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

  〜
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
〜
 

 

 
 
 

　
世
界
遺
産
と
は
、昭
和
47（
1
9
7
2
）
年
に
採

択
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
条
約
」
に
基
づ
い
て
、国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）の
「
世
界
遺
産

リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、国
境
を
超
え
て
人

類
が
共
有
し
、次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
べ
き
遺

産
で
す
。
 

　
世
界
遺
産
に
は
、自
然
・
文
化
・
複
合
遺
産
の
3
種

類
が
あ
り
、平
成
20
年
現
在
8
7
8
件（
文
化
遺
産

6
7
9
件
、自
然
遺
産
1
7
4
件
、複
合
遺
産
25
件
）

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
、現
在
14
件（
文

化
遺
産
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」「
姫
路
城
」

な
ど
11
件
、自
然
遺
産
「
屋
久
島
」「
白
神
山
地
」
な

ど
3
件
）の
世
界
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 　
近
代
化
産
業
遺
産
は
、日
本
の
近
代
化
を
担
っ
た

各
種
の
建
造
物
や
工
作
物
の
う
ち
、産
業
分
野
に

属
す
る
も
の
を
意
味
し
、お
お
む
ね
幕
末
か
ら
第
二

次
世
界
大
戦
終
結
時
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
 

   　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、各
国
政
府

が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
登
録
の
申
請

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。ユ
ネ
ス
コ
で
は
、各
国

に
世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
す
国
内
物
件
を
、あ

ら
か
じ
め
リ
ス
ト
化
し
て
お
く
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
ま
す
。こ
れ
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
で
す
。
 

　
日
本
の
暫
定
リ
ス
ト
に
は
、こ
れ
ま
で
「
古
都
鎌

倉
の
寺
院
・
神
社
ほ
か
」
、「
彦
根
城
」
を
は
じ
め
と

し
た
9
件
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
「
九

州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
ー
非
西
洋
世
界
に

お
け
る
近
代
化
の
先
駆
け
」
、「
北
海
道
と
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
」
な
ど
の
文
化
遺
産
5
件
が
新
た

に
追
加
さ
れ
、
14
件
と
な
り
ま
す
。
 

 

世
界
遺
産
と
は
 

 世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
と
は
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今
後
も
こ
れ
ら
の
遺
産
を
未
来
へ
残
し
て
い
く
た
め
、世
界
遺
産
登
録
の
早
期

実
現
に
向
け
て
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
身
近
な
遺
産
を
見
つ
め
直
し

て
、そ
の
存
在
や
価
値
を
学
び
、大
切
に
守
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

  

 
 
 

　
非
西
洋
地
域
に
お
い
て
、最
初
で
か
つ
極
め
て
短
期
間
に
飛
躍
的
な
発
展
を

遂
げ
た
日
本
の
近
代
化
。ア
ジ
ア
大
陸
に
最
も
近
く
、欧
米
列
強
か
ら
の
圧
力

や
影
響
を
い
ち
早
く
大
き
く
受
け
う
る
位
置
に
あ
っ
た
九
州
・
山
口
は
、そ
の
発

展
の
過
程
に
お
い
て
一
連
の
地
域
と
し
て
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

　
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
は
、工
業
国
家
日
本
の
原
点
を
訪
ね
、

語
り
継
い
で
い
く
上
で
、極
め
て
重
要
な
遺
産
群
で
す
。
 

 

の
縄
文
遺
跡
群
」
な
ど
の
文
化
遺
産
5
件
が
新
た

に
追
加
さ
れ
、
14
件
と
な
り
ま
す
。
 

 

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
原
点
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9

１６ 

１５ 

１２ 

１４ 

１１ 

１８ 

１０ 

１７ 

8

２０ 

１３ 

6

２２ 

4

２１ 
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3
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9

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

１６ 

１５ 

１２ 

１４ 

１１ 

１８ 

１０ 

１７ 

8

２０ 

１３ 

6

２１ ２２ １９ 

4
2
3

「九州・山口の近代化産業遺産群」に含まれる遺産（H.20.10現在） 

旧集成館 
萩反射炉 
恵美須ヶ鼻造船所跡 
松下村塾 
新波止砲台跡 
前田砲台跡 
旧集成館機械工場 
小菅修船場跡 
旧鹿児島紡績所技師館 
旧グラバー住宅 
北渓井坑跡 

端島炭坑 
旧高取家住宅 
三池炭鉱宮原坑施設 
三池炭鉱旧万田坑施設 
三角旧港（三角西港）施設 
伊田竪坑櫓・煙突 
旧伊藤伝右衛門邸 
東田第一高炉跡 
八幡製鉄所旧本事務所 
八幡製鉄所旧鍛冶工場 
八幡製鉄所西田岸壁 
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「
集
成
館
」
と
は
、幕
末
に
薩
摩
藩
が
築
い
た
工
場
群
を
指
し
ま
す
。 

　
嘉
永
4（
1
8
5
1
）年
、薩
摩
藩
主
と
な
っ
た
島
津
斉
彬
は
、

鹿
児
島
城
下
郊
外
の
磯
に
「
集
成
館
」
と
い
う
工
場
群
を
築
き
、こ

こ
を
中
核
に
製
鉄
・
造
砲
・
造
船
・
機
械
・
紡
績
・
ガ
ラ
ス
・
電
信
・
化

学
・
印
刷
・
医
薬
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

　
安
政
5（
1
8
5
8
）年
、斉
彬
の
急
死
後
、集
成
館
事
業
は
大

幅
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。
弟
・
久
光
が
そ
の
復
興
に
着
手
し
た
直
後

の
文
久
３（
1
8
6
3
）年
に
薩
英
戦
争
が
起
こ
り
、集
成
館
は
焼

失
し
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
戦
争
を
機
に
、西
欧
の
科
学
技
術
・
諸

制
度
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
斉
彬
の
考
え
が
広
く
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、薩
摩
藩
は
集
成
館
を
再
建
し
、日
本
最
高
水
準
の
工

業
力
・
技
術
力
を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。
 

　
斉
彬
が
唱
え
実
践
し
た
「
富
国
強
兵
」
は
、そ
の
後
、明
治
政
府

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
り
、薩
摩
で
培
わ
れ
た
技
術
・
経
験
が
日
本
各
地

へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
現
在
は
、安
政
４（
1
8
5
7
）年
に
完
成
し
た
反
射
炉
の
基
礎

部
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
射
炉
は
鉄
製
砲
を
鋳
造
す
る
た

め
の
炉
で
す
。
日
本
の
在
来
技
術
で
は
鉄
で
大
型
の
鋳
物
を
鋳
造

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
書
を
参
考
に
、

西
欧
の
鋳
造
技
術
を
導
入
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
石
積
工
事
に

は
城
壁
や
石
橋
の
建
設
技
術
が
、耐
火
レ
ン
ガ
の
製
造
に
は
薩
摩
焼

の
技
術
が
転
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
 

   

　
慶
応
元（
1
8
6
5
）年
に
竣
工
し
た
機
械
工
場
で
、現

存
す
る
我
が
国
最
古
の
洋
風
工
場
建
築
物
で
す
。
当
時
日

本
で
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
蒸
気
機
関
と
工

作
機
械
を
備
え
、金
属
の
加
工
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
機
械
工
場
は
、建
設
当
初
「
ス
ト
ン
ホ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
た
め
、イ
ギ
リ
ス
人
が
建
設
に
関
与
し
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
し
た
が
、洋
風
の
小
屋
組
が
、本
来

の
造
り
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、長
崎
製
鉄

所（
当
時
幕
府
が
長
崎
に
建
設
し
て
い
た
日
本
最
初
の
洋

風
工
場
）の
建
物
や
西
欧
の
文
献
を
も
と
に
、日
本
人
技
術

者
が
建
設
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
建
築
に
当
た
っ
て
レ
ン
ガ
で
は
な
く
、鹿
児
島
で
石
橋
・
石

垣
・
石
像
な
ど
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
溶
結
凝
灰
岩
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
 

    

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
鹿
児
島
の
遺
産
を
紹
介
し
ま
す
 

旧
集
成
館
（
鹿
児
島
市
吉
野
町
　
国
指
定
史
跡
） 

 

旧
集
成
館
機
械
工
場
（
鹿
児
島
市
吉
野
町
　
国
指
定
史
跡
・
重
要
文
化
財
） 
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安
政
元（
1
8
5
4
）年
に
斉
彬
が
推
進
し
た
軍
備
強

化
策
の
一
貫
と
し
て
築
か
れ
た
砲
台
で
、船
形
台
場
と
も
言

わ
れ
ま
し
た
。
元
々
あ
っ
た
波
よ
け
の
波
止
を
利
用
し
て
造

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
鶴
丸
城
正
面
に
位
置
す
る

主
力
砲
台
と
し
て
重
視
さ
れ
、薩
英
戦
争
時
に
は
1
5
0

ポ
ン
ド
砲
１
門
、
80
ポ
ン
ド
砲
１
門
、
36
ポ
ン
ド
砲
５
門
な

ど
、計
11
門
の
大
砲
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、海

側
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、内
陸
側
は
か
つ
て
の

面
影
を
よ
く
と
ど
め
て
い
ま
す
。
 

  

旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館
 

（
鹿
児
島
市
吉
野
町
　
国
指
定
史
跡
・
重
要
文
化
財
） 

 

新
波
止
砲
台
跡
（
鹿
児
島
市
本
港
新
町
　
国
重
要
文
化
財
） 

 

　九州・山口地区の近代化産業遺産が世界遺産の国
内候補となったことをたいへんうれしく思っています。 
　尚古集成館では、10年以上も前から、鹿児島大学
や国立科学博物館などの協力を得て近代化に関する
調査・研究を続けています。調査・研究を積み重ねる
毎に、日本の工業化・近代化をリードしていた鹿児島
のすごさに驚かされます。 
　今回、国内候補入りしたものだけではありません。
根占砲台跡や敷根火薬工場跡、奄美の砂糖工場跡など、
県内にはまだまだ数多くの近代化遺産が残されてい
ます。今後、こうした近代化遺産が注目され、活用され
ることを期待しています。 
 

尚古集成館　副館長 
 

松尾 千歳さん 
 

まつ　　お　　　 ち　　とし 

 

　
慶
応
３（
1
8
6
7
）年
に
操
業
を
開
始
し
た
鹿
児

島
紡
績
所
に
お
い
て
技
術
指
導
に
当
た
っ
た
イ
ギ
リ
ス

人
技
師
の
住
居
と
し
て
建
設
さ
れ
た
建
物
で
す
。
外
見

は
洋
風
で
す
が
、小
屋
組
は
和
小
屋
で
、長
さ
は
寸
尺

法
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
鹿
児
島
紡
績
所
は
、島
津
斉
彬
の
教
え
を
引
き
継

い
だ
島
津
忠
義
が
建
設
し
た
、我
が
国
初
の
洋
式
機
械

紡
績
工
場
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
五
代
友
厚
ら
が

世
界
最
大
の
紡
績
機
械
メ
ー
カ
ー
に
工
場
の
設
計
、機

械
の
発
注
、技
師
の
派
遣
を
依
頼
し
、技
術
指
導
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
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今
回
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
記
載
以
外
の
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
主
な
遺
産
を
紹
介
し
ま
す
 

山
田
の
凱
旋
門
（
姶
良
町
下
名
　
軍
事
） 

 

　
昭
和
2
年
に
現
在
の
鹿
児
島
本
線
が
開
通
す
る
ま

で
は
、現
在
の
肥
薩
線
が
鹿
児
島
本
線
で
し
た
。
肥
薩

線
沿
い
に
は
鹿
児
島
か
ら
宮
崎
、熊
本
に
か
け
て
古
い

駅
舎
が
残
さ
れ
て
お
り
、本
県
で
は
嘉
例
川
駅
と
大
隅

横
川
駅
が
該
当
し
ま
す
。
両
駅
舎
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

平
面
形
式
で
、明
治
36（
1
9
0
3
）年
の
開
業
当
時

の
様
子
を
よ
く
伝
え
る
木
造
平
屋
建
の
駅
舎
で
す
。
 

 

　
我
が
国
化
学
工
業
の
礎
を
築
い
た
野
口
遵
が

明
治
42（
1
9
0
9
）年
に
牛
尾
大
口
金
山
や
大

口
に
電
灯
を
供
給
す
る
た
め
に
建
設
し
た
建
物

で
、石
造
の
建
物
が
多
い
鹿
児
島
に
あ
っ
て
は
珍

し
い
煉
瓦
造
で
す
。
現
在
は
鶴
田
ダ
ム
湖
の
湖
底

に
あ
り
ま
す
が
、毎
年
春
に
な
る
と
水
位
の
低
下

に
よ
り
そ
の
姿
を
現
し
ま
す
。
 

　
宮
ケ
浜
の
海
は
遠
浅
で
船
を
安
全
に
停
泊
さ
せ
る

と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、第
27
代
薩
摩
藩
主
島

津
斉
興
が
天
保
5（
1
8
3
4
）年
に
築
か
せ
た
防
波

堤
で
す
。
長
さ
2
2
0
m
、高
さ
5
m
の
大
規
模
な
石

造
で
、平
面
は「
く
」の
字
形
を
し
て
い
ま
す
。
 

  Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
嘉
例
川
駅
・
大
隅
横
川
駅
駅
舎
 

（
霧
島
市
隼
人
町
・
横
川
町
　
鉄
道
） 

旧
曽
木
発
電
所
本
館
（
大
口
市
宮
人
地
内
　
電
力
） 

 

宮
ヶ
浜
港
防
波
堤
（
指
宿
市
東
方
　
港
湾
） 

 

嘉例川駅 

横川駅 

し
た
が
う
 

 

日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
人
た
ち
が

無
事
帰
国
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
明

治
39（
1
9
0
6
）年
に
建
設
さ
れ
た

石
造
り
の
凱
旋
門
で
す
。
小
規
模
な
が

ら
、日
本
で
は
類
例
の
少
な
い
恒
久
的

な
凱
旋
門
建
造
物
と
し
て
貴
重
な
も

の
で
す
。
 

 

島
津
斉
彬
の
 

近
代
化
遺
産
を
 

歩
こ
う
！
 

 　観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
を
受
け

な
が
ら
、鹿
児
島
市
内
の
名
所
・
旧
跡
な
ど
12

の
ま
ち
歩
き
が
楽
し
め
る
「
鹿
児
島
ぶ
ら
り
ま

ち
歩
き
」
。「
鹿
児
島
の
近
代
化
遺
産
探
訪
」コ

ー
ス
で
は
、日
本
で
最
初
に
誕
生
し
た
工
業
地

帯
・
磯
地
区
を
中
心
と
し
た
、島
津
斉
彬
の
近

代
化
へ
の
数
々
の
功
績
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
遺
産
を
じ
か
に
見
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

 コ
ー
ス
行
程（
所
要
時
間
　
約
２
時
間
） 

 仙
巌
園
入
口
前
〈
ス
タ
ー
ト
〉
↓
尚
古
集
成
館

↓
尚
古
集
成
館
別
館
↓
薩
摩
切
子
工
場
・
殖
林

所
・
磯
く
わ
は
ら
館
↓
旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師

館（
異
人
館
）↓
造
船
所
跡
↓
鹿
児
島
紡
績
所

跡
↓
仙
巌
園
前
〈
ゴ
ー
ル
〉
 

 案
内
時
間
／
主
に
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
午
前

１０
時
〜
正
午
、午
後
２
時
〜
午
後
４
時
 

定
員
１５
名
。
 

参
加
料
／
５
０
０
円（
保
険
料
込
み
・
高
校
生
以
上
） 

前
日（
午
後
５
時
）ま
で
に
電
話
・
F
A
X
に
て
、

も
し
く
は
２
日
前
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
予
約
が
必
要
で
す
。
　
 

鹿
児
島
ま
ち
歩
き
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

午
前
９
時
〜
午
後
5
時
半
 

電

話
0
9
9
（
2
0
8
）
4
7
0
1
、

F
A
X
0
9
9
（
2
0
8
）
4
7
0
3
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

h
ttp
://ka

g
o
s
h
im
a
-m
a
c
h
ia
ru
ki.jp
/ 

※
市
街
地
図
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
情
報

　
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
 

 

鹿
児
島
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
価
値
に
つ
い
て
 

　
　
 

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
へ
記
載（
現
段
階
） 

  世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
推
薦
書
の
準
備
作
業
 

　
　
（1）
世
界
遺
産
登
録
基
準
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
 

　
　
　
・
登
録
基
準
の
ど
れ
に
合
致
す
る
の
か
 

　
　
　
・
文
化
財
の
意
匠
、材
料
が
建
設
当
初
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
か
 

 　
　
（2）
国
内
に
お
け
る
万
全
の
保
護
措
置
 

　
　
　
・
提
案
に
含
ま
れ
る
文
化
財
の
国
指
定
作
業
 

　
　
　
・
文
化
財
周
辺
へ
の
保
護
地
帯
の
設
定
 

　
　
　
・
文
化
財
を
保
存
し
て
い
く
た
め
の
管
理
計
画
の
策
定
な
ど
 

  世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
推
薦
書
を
作
成
 

  国
か
ら
世
界
遺
産
委
員
会
に
推
薦
書
を
提
出
 

  ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
（
I
C
O
M
O
S
）
が
推
薦
書
と
現
地
を
審
査
 

  世
界
遺
産
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、登
録
の
可
否
を
決
定
　
 

　
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
た
め
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
て
い
る
登
録
基
準
の
い
ず
れ
か
1

つ
以
上
に
合
致
す
る
こ
と
、

提
案
に
含
ま
れ
る
文
化
財
の
意
匠
、

材
料
な
ど
が
、建
設
さ
れ
た
当
時
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、そ
れ
ら
の
文
化
財
が
、国
内
の
法

律
で
し
っ
か
り
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
な
条
件
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、県
で
は
今
後
、国
や
関
係

県
・
市
と
連
携
し
な
が
ら
、県
民
の
皆
さ
ま
と
も
一
体
と
な
っ
て
、世

界
遺
産
登
録
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

  

　
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」
が
描
い
て
い
る
時
代
、薩
摩
藩
主

島
津
斉
彬
が
活
躍
し
た
時
代
に
、今
回
世
界
遺
産
候
補

リ
ス
ト
に
載
っ
た
旧
集
成
館
、反
射
炉
、新
波
止
砲
台
が
造

ら
れ
ま
し
た
。
英
国
な
ど
西
欧
列
強
が
19
世
紀
後
半
産

業
革
命
を
成
し
遂
げ
つ
つ
、ア
ジ
ア
へ
進
出
し
、支
配
圏
を

拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
典
型
は
、ア
ジ
ア
の
大
国
清
国

が
英
国
に
敗
れ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
で
す
。
九
州
の
佐
賀
藩
や
薩

摩
藩
は
い
ち
早
く
そ
の
情
勢
を
察
知
し
、そ
の
強
大
な
力

へ
の
警
戒
と
恐
れ
を
、軍
事
技
術
獲
得
へ
と
繋
げ
ま
し
た
。

当
初
1
冊
の
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
書
の
訳
本
を
手
が
か
り
に
、

在
来
の
手
工
業
技
術
を
用
い
て
、反
射
炉
な
ど
を
完
成
し

ま
し
た
。
薩
摩
人
の
技
術
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。そ
の

大
砲
を
使
っ
て
、薩
英
戦
争
で
英
国
軍
艦
に
雄
々
し
く
立

ち
向
か
い
ま
し
た
。こ
の
戦
い
ぶ
り
が
列
強
に
一
目
を
置
か

せ
、日
本
は
植
民
地
化
を
免
れ
、独
立
を
維
持
し
つ
つ
、近

代
社
会
を
形
成
し
始
め
ま
し
た
。
 

　
薩
英
戦
争
後
に
再
建
さ
れ
た
集
成
館
に
は
、機
械
工
場

（
現
尚
古
集
成
館
本
館
）や
鹿
児
島
紡
績
所
の
工
場
と
技

師
館（
現
異
人
館
）な
ど
が
建
設
さ
れ
、当
時
の
最
先
端
技

術
を
導
入
し
、そ
の
後
の
わ
が
国
の
工
業
化
・
近
代
化
の
先

鋒
を
行
く
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
独
自
に

磨
き
上
げ
た
手
工
業
技
術
と
外
国
の
先
端
技
術
を
融
合

さ
せ
る
試
み
が
、こ
れ
ら
遺
産
群
の
随
所
に
認
め
ら
れ
ま

す
。
軍
需
と
民
需
の
両
面
の
技
術
が
日
本
の
近
代
化
を
進

め
、非
西
欧
地
域
の
近
代
化
の
モ
デ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
た
だ
1
5
0
年
余
り
経
っ
た
今
、近
代
化
・
工
業
化
の
プ

ラ
ス
の
成
果
ば
か
り
で
な
く
、マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も
あ
っ
た
こ

と
を
、私
た
ち
は
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
便
利
さ
と
利
潤
を

追
う
余
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
を
大
量
使
用
し
、自

然
環
境
に
過
剰
な
負
荷
を
与
え
、温
暖
化
を
加
速
し

て
い
ま
す
。
当
時
は
水
車
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

す
る
な
ど
、知
力
と
体
力
を
フ
ル
に
用
い
、自
然
に
寄
り

添
い
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
へ
の
大
切
な
示
唆
を
含
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、反
射
炉
跡
の
石
組
み
に
見
ら
れ
る
手
仕
事

の
精
緻
さ
に
も
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
す
。
あ
る
べ
き

未
来
を
構
築
す
る
上
で
も
、こ
れ
ら
産
業
遺
産
群
か
ら

大
切
な
示
唆
を
読
み
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 

※
市
街
地
図
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
情
報

　
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 

（
鹿
児
島
大
学
教
授
、薩
摩
の
も
の
づ
く
り
研
究
会
代
表
） 

 

長
谷
川
　
雅
康
さ
ん
 

 は

せ

が

わ

　

　ま
さ

や
す
 

世
界
文
化
遺
産
登
録
ま
で
の
手
続
き
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